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準
　
備

● 本商品を設置するときは、以下の点に留意してください。
• 親機と子機間、子機と別の子機間は約3m 以上離して
ご使用ください。

• 同じ電話回線に他のコードレスホン、またはコードレ
ス電話機付ファクスなどを接続すると、電波が相互に
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安全にお使いいただくために必ずお読みください（つづき）
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準
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液晶画面について

16

準
　
備

親機（18桁表示）（液晶バックライトあり）
●説明のために液晶表示のマークを全表示しています。

（　）内の番号は、
本文中に説明している
おもなページです。
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子機の準備
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準
　
備





子機の準備（つづき）
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音量を調節する
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携
帯
通
話

設
定

携帯通話設定機能を利用する
携帯通話設定機能を「NTT西日本（0039）



該当する地域
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携
帯
通
話

設
定

（ 親1 0 厭
（ 最 大 4 桁 ） （ 例 ）」 0 0 0 0 ［







携帯通話設定機能を利用する（つづき）
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携
帯
通
話

設
定

携帯番号帯設定を行なう











受話器や子機を持たずにかける／受ける（ハンズフリー通話）（つづき）

46

か
け
る
／
受
け
る

�   � ; � p � ? � é � › 	 Ð c Z � ” � t � x�z	Z�;�U�Ð�l�h�’�z	Z�;�U�Ð�l�h�’�è�é�U	4�˜�l�h�’�è�é�U	4�˜�l�h�’ハンズフリー通話を9

●マ イ ク か ら の 距 離 は 、 約 3 c ｍ が 目 安 で す 。 離 れ す ぎ る と 相 手 に 世 ｀ 届 き に く く な り ま す 。 ま た、近すぎると世｀大きすぎて反響し、相手の世｀聞きとりにくくなります。

●周 り の 音 が 大 き い と き や 騒 が し い と き は 、 自 分 の 世 ｱ 相 手 の 世 ｀ と ぎ れ て 厭があります。

●相手の話がいったん終わったところで話ｓと、スムーズな厭

●相 手 の 世 ｀ 小 さ い と き は 、 親 機 ま た は 子 機 の 上 下 左 右 ボ タ ン の 上 を 押 ｙ Ü ス ピ ー カ ー 音 量 を 大 きくｙÜくｚさい。

●子 機 を 手 に 持 っ て レ シ ー バ ー を ┭ に 到 Ü た 状 態 で は 、 ハ ン ズ フ リ ー 通 話 を ご 9ｚさい。

お知らせ●ハンズフリー通話中に、親機の者子機は　　を押ｓと、子機を手に持ち、耳に到Üて通話すること｀できます。●
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子機と親機（または他の子機）で話す（内線通話）

53







子機や親機（または他の子機）に電話をとりつぐ（保留転送）56ⅺ
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か
け
る
／
受
け
る

子機や親機（または他の子機）を一斉に呼出して話す（一斉呼出）
子機を2台以上お使いのときは、親機やすべての子機を
一斉に呼出して、相手がでると、そのまま話すことがで
きます。外からの相手と通話中にもご利用できます。

受話器を置いた状態で

親機から子機を一斉に呼出して内線通話をするには
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電
話
帳







文字を入力する（つづき）
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69

電
話
帳

6 ダイヤルボタンで名前を入力する







電話帳を修正・消去する
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電
話
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親機で留守番機能を操作する（つづき）
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リモコン操作の応用
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

電話がかかってくると、電話をかけてきた相手によって液晶画面には、下記の様に表示されます。

●ナンバー・ディスプレイをご利用になると、相手の電話番号が表示されます。

●電話番号が表示されないときは・・・

親　機 子　機



ナンバー・ディスプレイを利用する（つづき）
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

契約・設定�

ご注意

●ISDN回線をご使用のときは、INSナンバー・ディスプレイとネーム・ディスプレイの契約と
ナンバー・ディスプレイならびにネーム・ディスプレイにも対応しているアナログポートをも
ったTA（ターミナルアダプタ）が必要です。くわしくはTAのメーカーにお問い合わせくだ
さい。

●停電時、ネーム・ディスプレイは、利用できません。
●電話帳に登録している相手から電話がかかってくると、相手の方が電話番号と名前、会社名
（発信者名）を通知して電話をかけてきても、通知された内容より電話帳の登録内容が優先し
て表示されまづ 奭盲グ贈 艆 ∵T \��



キャッチホン・ディスプレイを利用する
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着信履歴を確認する／かけ直す
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着信履歴から電話帳に登録する
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

受話器を置いた状態で

着信履輪記登鑓されてバら電番号器ら電話帳に登録す輸いが機





着信履歴を消去する

114

ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

受話器を置いた状態で 受話器を置いた状態で

親機の着信履歴を１件
ずつ消去するには（一件消去）
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（子機）切∵（子機）



鳴り分けを使う
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特定番号からの電話をガードする（特定番号ガード）
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

終わるときは を押します。



公衆電話からの電話をガードする（公衆電話ガード）
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ナンバー・ディスプレイにご契約し、親機で設定されていないと、機能ははたらきません。（100ページ）
公衆電話からかけてきた相手に、選択した応答方法（125ページ）で応答します。（親機も子機も呼出音は鳴
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ナ
ン
バ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
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公衆電話ガードの応答方法を選ぶには

契約・設定�

（親機）
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ガードボタンを使う
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ナ
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ー
・

デ
ィ
ス
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リターンダイヤルで電話をかける（リターンダイヤル）
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136

便
利
な
機
能

プッシュホンサービスを利用する キャッチホンサービスを利用する（キャッチ）
ダイヤル回線でご使用の場合でも、相手を呼出した

癲蟫
能



夜間呼出音量を設定する

137

便
利
な
機
能

夜間呼出音量と夜間時間帯を設定すると、設定した時間帯に外から電話がかかってきたときに、設定した親機



夜間呼出音量を設定する（つづき）
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親機や子機に名前を登録する（名称登録）

141

便
利
な
機
能

使う人の名前などを親機や子機の液晶画面に表示できます。
さらに、親機（または子機）から子機（または親機）を呼び出すときなど、呼び出したい子機（または親機）
の名称が液晶画面に表示されるので便利です。
お買い上げ時は、親機は「親機」、子機は「子機（1） ‒ ）浬登録され ｗます。













リセットについて

147

必
要
な
と
き
は

ボタン操作を受けつけなくなった場合（強い外来ノイズや静電気、落雷を受けたなど）や、「故障かな？と
思ったら」（148～153ページ）の処置を行なっても正常に動作しない場合は、リセット操作を行なってく
ださい。
本商品は、自己診断機能により本商品が異常な 詥











故障かな？と思ったら（つづき）
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必
要
な
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こんなときは
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必
要
な
と
き
は

（ 親 機 ）I S D N w 線 ば 緦 ― ĵ ≠ つ 詺 蠃 裊 '11 ひ 悪 く く れ 吳 憐 瓜 輩 棰 峴 8 峴 十九 詺 蠃 橅 裍 モ 呏 衕 Y 周 囲 ば 劌 音 をひ ろ う た め 相 手 ば 鰘 が 、 聞 穪 と り に く く く れ 瓜 輩 棰 峴 8 て ぴ ｑ § サ ― ゔ 辶 燓 酷 榆 危 返 桺 區 桺 十九 「 綧 ポ 鴂 ツ 危 曼 燓 遵 桺 區 殾 ヤ 誗 Î 軌 ╰ 墠 、 ス プ 耬 ッ 緦 く ど ば 愙 響 に よ り 、 「 斄 声 が 茄 り 込 み 相 手 ば 鰘 が 聞 穪 づ 𥹢 い 茀 「 斄 質 瓜 𥇥 區 ツ 危 曼 邇 梩 躘 鶃 合 が あ り む 竨 。 こ の よ う く と 穪 は 、 次 偎 𪀯 詺 轄 60 MV ╰ 垩 と が あ り む 竨 。 お 買 い 𨺉 𠂤 時 は 、
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受話音質を補正する
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壁掛けにするときは

158

必
要
な
と
き
は

親機や充電器を、壁に取り付けることができます。親機は付属の壁掛けアダプター（15ページ）を使用して
ください。充電器を壁に取り付けるときは、159ページをご覧ください。
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ドアホンを接続して使うには

160





ドアホンを接続して使うには（つづき）

162

必
要
な
と
き
は
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オプションをご利用になるには

164

必
要
な
と
き
は

より便利にお使いになるためのオプション品が用意されています。オプション品をご利用になるときは、当社
のサービス取扱所またはお買い求めになった販売店へお問い合わせください。

■増設用コードレス電話機（増設子機）
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必
要
な
と
き
は

付録（区点コード一覧表）
■漢字コードは左列の番号と上横列の番号を組み合わせた4桁の番号です。
（例）亜　漢字コード1601
■空白部分は、入力できません。ただし、0101（区点コード）は全角スペースとして入力することができま
す。
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必
要
な
と
き
は

付録（区点コード一覧表）（つづき）

分類 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

て

と

な

に

ぬ
ね

の

は

366
367
368
369
370
371
372
373
373
374
375
376
377
378
379
380
381
382
383
384
385
386
386
387
388
388
389
390

39V
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